
 

   
発行所：京都府勤労者山岳連盟 発行者：田原 裕 編集製作：機関誌委員会 発行：毎月第３月曜日 

所在地：〠.616-8042 京都市右京区花園伊町４ ☎.075-275-0453 FAX.075-468-1793 

【ホームページアドレス】 http://www.dab.hi-ho.ne.jp/kyoto-rozan  
【E メ ー ル ア ド レ ス】 k y o t o _ w a f @ d a d . h i - h o . n e . j p 

 
 
 

 
 
 

京都府勤労者山岳連盟 

２０２３年５月号 

No.359 
発行日 

２０２３年 ４月１７日 



京都労山『六つの合い言葉』 

（一） 私達は、山を勤労者の身近なものにする為に力を合わせよう。 

（二） 私達は、登山によって健康な身体と豊かな心を育てよう。 

（三） 私達は、登山によって助け合う心と友情を深めよう。 

（四） 私達は、多くの人達と交流し山を愛する仲間を増やそう。 

（五） 私達は、力を合わせ正しい山のモラルと高い技術を生み出そう。 

（六） 私達は、安全で確実な登山思想を身につけよう。 

 

 

 

 

 

５月号目次 

＊ 六つの合い言葉・目次 

＊ ステップアップ 事務局・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０１ 

＊ 事務局長会議報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０２ 

＊ わかもの基金公募の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０３ 

＊ 第 58 期 理事会組織表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０４ 

＊ 自然保護観察会の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０５ 

＊ 自然保護セミナーの案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０６ 

＊ 2023 年度 気象勉強会の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・０７ 

＊ 近畿ブロック搬出技術講習会速報・・・・・・・・・・・・・・・０８ 

＊ 救助隊員勉強会の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０９ 

＊ 救助隊無雪期搬出訓練の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

＊ ハイキング委員会 北部交流会の案内 多禰寺山・・・・・・・・・１２ 

＊ 女性委員会交流山行の案内・堂満岳・・・・・・・・・・・・・・１３ 

＊ クライミング委員会山行報告・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

＊ 大文字山登山道整備の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

＊ 連盟交流会の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

＊ 連盟新事務所の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

＊ 連載企画・日本二百名山登頂シリーズ第 17 回 18 回・・・・・・・１９ 

＊ 5 月号の案内 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１               

＊ 連盟月間予定表「カレンダー」・・・・・・・・・・・・・・・・裏表紙 



 

－１－ 

              「引っ越しに思う」 

 京都府勤労者山岳連盟は、２０２３年３月２１日（春分の日）に、右京区西

院から右京区花園へ事務所移転しました。西院の事務所は、交通の便よい街中

にあり問題はなかったのですが、大家からの要求で致したかなく、西院から北

北西に位置する妙心寺南門西（JR花園駅５分）へ、新スポーツ連盟京都連盟所

属の他団体ともども引っ越しました。周囲には広大な敷地に４６の塔頭が立ち

並ぶ臨済宗大本山妙心寺があり、静かな門前町のたたずまいがある落ち着いた

住宅街にあります。 

 「引っ越し」と言えば、私は齢６９才の３年前に、結婚以来３７年住んでい

たマンションから同じ町内の新築マンションへ引っ越しました。子供二人を大

きくしてもらった駅近、南向きのマンション１０階で日当たりよく住み心地は

良かったのですが、ただ地震に弱かったことが弱点でした。５年前の大阪北部

地震の揺れで引っ越しを決意しました。今のマンションは、こじんまりしてい

ますが景色よく、夫婦二人住まいにはピッタリで気に行っています。ただ、６

９才での引っ越しは、相当ハードで二度としないと決めてところに、何と７２

才で連盟事務所の移転が当たりました。 

 昔の人は、引っ越し時には、日時を選びかつ方角も重視していました。方角

が悪い場合は、一旦別の場所に荷物を降ろしてから、もう一度引っ越すという

面倒なこともやっていました。それは、家というものがただ住むという機能
．．

だ

けでなく、人間の心も体も支配する魔的で力のあるもの
．．．．．．．．．

と知っていたためだと

思います。昭和から令和の時代になり、そんな風習も意識されなくなりました。 
 今回に「引っ越し」では、労山は１番バッターで９時から始めることになっ

ていました。ところが、常任理事会で８時スタートに前倒しに変更しましたが、

私が西院の事務所に行った午前７時５０分には、労山のブースからの荷だしは、

既に始まっていました。やはり、山での鉄則「早起き早出」どおりの動き、又、

山で重たいザックを背負っている登山者であることから力も強く、他の団体と

スピードが違っていました。段取りよく、１２時には終了しました。勿論、一

番上がりです。 
 当日、お世話になった９労山２３人の人達に感謝しお礼を申し上げます。 
 
                     京都府勤労者山岳連盟  
                     事務局長  西村 悦治 
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事務局長会議報告 （各会と連盟の活動報告・意見交換・情報交換を目的に開催） 
・４月度会議：４月５日(火)新事務所にて対面式会議 PM７～８時 30 分 
・出席 右京,やましな,左京,明峯,西山,乙訓、６労山 報告のみ 洛中,亀岡 2 労山  
各会の活動状況(前月の例会や集いの実施状況・予定等)[各会・クラブ機関誌参照] 
・[右京]＜例会＞3/12 がんばり例会菊水山→鍋蓋山→三ノ宮８名、15 金比羅～翠

黛山２名,２１高取山 14 名＜予定＞4/22～23（ゆっくりバス）山梨県三ツ峠山 22
人参加予定，30 星田 15 座＜その他＞３月２６日定期総会３１名、4 月１日から登

山教室７名申込み、３年ぶり右京山の集い「簡易ハーネスの作り方」「三角巾」 
・[やましな]＜例会＞3/12 兵庫高御位山７人、29 山城跡巡り④高取山 16 人＜予定

＞4/2 疎水花見とカラオケ、8 洛南トレイルⅠ＆Ⅱ,16 花の赤坂山、23～27 韓国済

州島ハルラ山＜その他＞公開バスハイク実施予定 
・[西山]＜例会＞3/2 料理教室 19 名,７愛宕山ペース登山 10 名,１５摂津峡 10 名、

19 六甲東お多福山 11 名＜予定＞4/9 小塩山（カタクリ）、10 金比羅（三点支持）

22 金糞～北比良峠、27 バス・天橋立トレイル、30 六甲・ロックガーデン＜その

他＞初級山登りセミナー４月～７月修了山行は木曽駒ケ岳 
・[左京]＜例会＞3/11 東日本大震災追悼大文字山～長等テラス 11 名＜予定＞4/16 
 比叡アルプス花山行＜その他＞高齢化で山行参加減、コースやコースタイム調整 
・[乙訓]＜例会＞3 月 12 日金勝アルプス 13 名、19 京都トレイル⑥二ﾉ背～京見峠

16 名＜予定＞４/2 花見妙見山、3 琵琶湖疎水、15 京都トレイル⑦京見峠～清滝 
・[明峯]＜例会＞3/12 ダイトレ⑤12 名、25 天王山ミツマタロード 19 名＜予定＞

４/８福井今庄鍋倉山～藤倉山（かたくり）、12 ダイトレ⑥、16 京北黒田の百年桜

とトロー峠＜その他＞集いで「読図教室 スマホなど読図アプリの使い方」 
・[亀岡]＜その他＞ ４月２日３０期定期総会 
・[洛中]＜例会＞3/4 武奈ヶ岳から鶴瓶岳９名,11 福井(銀杏峰)８名,12 大文字山＆

山科三山８名＜予定＞４/12 タケノコ例会,23 春のワンディバスハイク宮津由良

が岳＜その他＞3/26 第５８期洛中労山定期総会 ４１名出席 
 
連盟の取り組み、活動報告 （連盟の取り組みや活動状況を連盟事務局から報告。） 
・３月２１日(春分の日)。京都連盟事務所引越し。JR 花園駅北側、徒歩５分。 
 右京区花園町伊町４。当日は出し手と受け手に別れて、９労山２３人が参加。 
 段取りよく、８時前から始めて１２時には終了した。まだ、かたづけるべき部分も 
 多いが、新義務所は２２日から使っている。労山ブースは広くなった。 
 
５月の事務局長会議は休会にします（報告のみ）。６月の事務局長会議は WEB 専用会

議とします。開催は、６月７日(水)PM７時半から。 
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わかもの応援特別基金創設・公募について 
京都府勤労者山岳連盟 常任理事会 

 京都労山の会員から、青年会員と安全登山のために使って欲しいという願いを込め

て５０万円の寄付を受けました。 
 常任理事会では、この寄付金の有効な活用法を論議し、下記の内容で基金を設け運

用することとしました。積極的な活用をお願いいたします。 
 

記 
名称：わかもの応援特別基金 
目的：青年会員（５０歳未満）が登山技量を向上させるために開催される各種講習会

へ参加することを財政的に援助する。 
運用 
・支援対象講習会の範囲 
①常任理事会で決定し、機関誌等を通じて公表する。 
②会員よりの提案を受け常任理事会で決定する。 
・援助の内容 
①各種講習会の受講料の補助を行う。 
②既存の補助制度と併用して受講料の２分の一を補助する。 
③補助の上限は３万円とする。 
・援助対象者の決定 
会を通じて常任理事会に援助を申し込み討議の上決定する。 
・援助を受け受講した会員の義務 
援助を受け講習会等に参加した会員は、受講によって得た知見をまとめ、 
常任理事会に報告する。常任理事会は必要に応じて機関誌等で公表する。 
・基金の財政 
基金の財政は寄付金を財源とし、一般会計からの繰り入れは行わない。 
・その他 
この基金の運用方法は、常任理事会が改廃を決定する。 

以上 
2019 年 1 月 28 日決定 

 
 58 期の支援対象講習会（2023 年 3 月 1 日～2024 年 2 月 29 日） 

・大阪労山/大阪岳連 共催救急法講習会 （例年 6-7 月ごろ大阪にて開催） 
・若手クライミング講習会（2023 年 9 月 30～10 月 1 日 小川山） 
・第 29 回近畿ブロック雪崩事故を防ぐための雪崩講習会 
・全国雪崩講習会（2024 年 2 月 2 日-2 月 4 日）…近ブロ雪崩講習会参加後推薦 
・京都連盟で開講されていない他都道府県連開催の上級登山学校 
・その他会員より提案で常任理事会が認めた講習会等 
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           第58 期理事会組織表（案）         2022.4.10 

 役員一覧表（敬称略） 
会長 
  田原 裕 （伏見山の会） 
副会長 
  横井 功 （明峯労山） 
常任理事 
  山下 建男（右京労山） 
  大江 六夫（洛中労山） 
  藤原 昭夫（洛中労山） 
  西村 悦治（乙訓山の会） 
  坪山 芳樹（明峯労山） 
  青山 郁夫（やましな山の会） 

青山 大地（やましな山の会） 
  安達 正明（西山ＨＣ） 

平尾 繁和（田辺山友会） 
  氏野 博文（伏見山の会） 

高野 寛 （伏見山の会） 
平田 和子（樹の根17組） 
網岡 国江（らくなん山の会） 
菊沢 政夫（WAO亀岡） 
 
常任理事１４名 

理事 
  村上 明彦（右京労山） 
  近藤 進（右京労山） 

岩根 浩（左京労山） 
花折 敬司（明峯労山） 
坪山 未来（明峯労山） 
市田 知子（洛中労山） 
村上 晃弘（洛中労山） 

  小室 澄枝（乙訓山の会） 
  小川 繁 （乙訓山の会） 
  和田 千惠（田辺山友会） 
  高岡 義昭（WAO亀岡） 
  足立 喜久夫（丹波労山） 

深田 雅子（西山HC） 
山下 美喜子（西山HC） 
依田 敏夫（西山HC） 
金山 晶子（福知山山の会） 

  塩見 優子（福知山山の会） 
  森下 信子（舞鶴労山） 
  仲西 利光（ＨＣ舞鶴山遊会） 
  辻  信行（ＨＣ舞鶴山遊会） 

臼井 知子（やましな山の会） 
  小倉 幹夫（山城山の会） 
  川端 純子（丹後山の会） 

速石 晴雄（丹後山の会） 
大江 隆子（丹後山の会） 

  永井 龍子（らくなん山の会） 
  中塚 光史（らくなん山の会） 

飯田 昌和（チームクラマグチ） 
  野元 修 （伏見山の会） 
  青山 聡美（Lantan） 
理事30名 
会計監査 
    糸井 聡子伏見の会） 

奥田 茂（らくなん山の会） 
相談役 

荒井 昭雄 

理事会役割分担表（敬称略、下線はヘッド） 
理事長   坪山 芳樹 
副理事長  大江 六夫、平尾 繁和 
事務局長   西村 悦治 
事務局員  安達 正明、高野 寛、 
会計     氏野 博文 
山行管理  坪山 芳樹、西村 悦治 
委員会（太字は常任理事） 
  自然保護委員会 
   平尾 繁和、青山 聡美、市田 知子、永井 龍子、松方 隆、臼井 知

子、麻田 育良、射場寿美子、入江しのぶ、山ノ内ゆきえ、石橋勝、牧村
富代、中塚光史 

  女性委員会 
   平田 和子、進藤 寿美子、小室 澄枝、竹内寿子、三橋順子、北千恵子、

日野加代子 
  機関紙委員会 
   高野 寛、藤原 昭夫、山下 建男、西村 悦治、安田 和盛 

青年委員会（前期からの更新出来ていません） 
   上見 了以、川端 純子、奥山 美由紀、古田 哲二、高橋 健二、佐々

木 五郎、汐見 悠  
  ハイキング委員会 
   藤原 昭夫、山下美喜子、辻 信行、近藤 進、和田 千惠、上見 千恵

子、田中健司、奥田茂、野村 輝行 
  教育遭対委員会 
   山下 建男、坪山 未来、小川 繁、野元 修、村上 晃弘、 

奥西 一博、小倉 幹夫、能登惠美子 
クライミング委員会 

   青山 大地、坪山芳樹、岩根 浩、内野 美樹、林清野、杉島美代子 
組織拡大委員会 

   大江 六夫、坪山 芳樹、西村 悦治、 
ＨＰ委員会 

   安田 和盛、 
海外委員会 

   安達 正明、横井 功 
北部連携委員会 

   辻 信行、仲西 利光、金山 晶子、塩見 優子、森下 信子、 
足立喜久夫、川端 純子、速石 晴雄、大江 隆子 

救助隊 
   青山 郁夫、氏野 博文、花折 敬司、網岡 国江、高岩 光、 

西村 澄子、四辻 隆雄、西脇 英俊 
各種担当 

交流 
平田 和子  山下 建男 

  自然災害復興支援 
 青山 郁夫、横井 功、 
平和行進 
 安達 正明、奥西 一博、仲西 利光、青山 勲、菊沢 政夫 
行事主催者賠償責任保険 
 青山郁夫 

団体担当 
自主共済を守る京都懇話会 

   西村 悦治 
新日本スポーツ連盟京都府連盟 

   安達 正明、高野 寛 
  近畿協議会・全国評議会 
   坪山 芳樹、大江 六夫、平尾 繁和 
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京都府連盟自然保護委員会 2023 年自然観察会のご案内 

 

 清水正さんの“自然と遊ぼう”パート 7 

          「宝ヶ池公園」 

今年は京都市内の身近な地域の自然観察会です。 

京都市左京区の宝ヶ池周辺は、古くから地域の方々の里山となっています

が、東山（「妙」の火床）からの眺望も見事で、アベマキ、クヌギ、コナラ、

ユリノキ、カツラ、メタセコイヤ、ラクウショウ、クロミノニシゴリ、モミ

ジバフウなどの大木があり、また花期は終わりましたがコバノミツバツツジ

の群落もあります。鹿の食害が深刻で、保護のための柵がつくられています。 

（2018 年 11 月に、北陸新幹線延伸ルートにかかる地質調査中に業者が水道管

を破損させ付近の住宅に断水をまねいた場所が宝ヶ池公園にあり、確認でき

ればと考えています。） 

 

〈実施日〉2023 年 6 月 24 日（土）小雨決行 

＊中止の場合は、前夜 19 時までに連絡します。  

〈集合〉 10 時、市営地下鉄国際会館駅 5 番出口 

〈コース〉国際会館駅→岩倉川を渡る→国際会館から右回り（カツラの木）

→ 

東山山頂（「妙」の火床）→ラクウショウ（落羽松）のある池畔ま

で下る→そのまま右回りで戻る。 

＊昼食は、東山山頂、または池畔の予定  

〈案内〉 清水正氏（ＮＰＯ自然観察指導員京都連絡会 代表理事） 

〈定員〉 30 名（会員限定）先着順、定員に達し次第、締め切ります。 

〈持ち物〉日帰り一般装備(雨具含む)、昼食、飲み物、マスク、除菌グッズ、

常備薬や救急品等、あれば双眼鏡・ルーペ。 

＊緊急時の連絡先は各自で携帯しておいて下さい。 

〈締め切り〉5 月 31 日（水）  

〈申込先〉各会の自然保護委員に申込み下さい。 

又は担当委員牧村（jrsk-1021@yahoo.co.jp ）にメールでお願いします 

その際は、件名｢自然観察会申し込み｣として、氏名・所属会・連絡先(連

絡のつく電話番号)を明記して下さい。 

 

＊キャンセルや急な欠席の場合は、必ず連絡をお願いします。 

                 （牧村携帯 090－3920－3312） 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 自然保護委員会より ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

＜2023 年度京都労山  自然保護セミナー開催のお知らせ＞ 
 
今年度もテーマは「北陸新幹線延伸計画の環境問題を考える」 

 

講師は「知井の新幹線問題を考える有志の会」の 
                  たか のり    

    長野宇規さん  
南丹市美山町知井在住、神戸大学農学研究科准教授 

（専門：農村計画学•環境情報学） 
 
 講演では、これまでこの問題に対して粘り強く取り組んでこられたことについ

てお話しいただきます。そして、この頃になると準備書の発表が危ぶまれる、と

のことで、その対応についてもお話しいただける予定です。 

 
日時：2023.9.2(土)  1:30〜4:30  

（会場抽選結果により変更もありえますが、土曜午後で計画しています） 

場所：「ひとまち交流館 京都」 
（市バス 河原町正面バス停前  京阪祇園五条駅から 10分） 

 
※土曜日の午後開催！  3 時間に拡大！  

※インターネット同時配信も検討中です！ 
※会員外の一般参加可ですので、ぜひお知り合いの方にもご案内ください！ 

 
＠この延伸計画「小浜京都ルート」の概要や経緯、問題点などについて網羅した

解説が、「知井の新幹線問題を考える有志の会」のホームページ（miyama-no-

shinkansen.net）に大変わかりやすく載っています。ぜひ読んでみてくださ

い。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
情報 
・北陸新幹線延伸を推進してきた森元首相は、中日新聞とのインタビューのなかで、

「京都はあれだけの歴史があり、地下の掘削は難しいだろう、、、米原じゃないと

難しいだろう」（2023/3/19）とのべるなどの動きがでてきています。 

 

ポスターの掲示をよろしく！ 
・定期総会で各会に北陸新幹線延伸問題のポスターを持って帰ってもらいました。 

この問題を広く知らせるため、各会事務所や会員宅など掲示をお願いします。 
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２０２３年度  

気象勉強会受講生募集！ 
好評を博していた気象勉強会は２３年度もオンライン形式で 5 月から開催

します。 

オンライン方式のため、以前は距離や時間の制約で参加できなかった方もど

しどし参加して下さい。 

 

日  程： 202３年 5 月～202４年 3 月（月 1 回、12 月は休講） 

      平日・第 4 火曜日 午後 7 時～9 時 

オンラインシステム ：Webex(アプリダウンロードは無料) 

            入室アクセツリンクは毎月配信 

            スマホでも利用可能ですがノートパソコンを推奨 

参 加 費： ３，000 円 

申  込： 下記の連盟教育遭難対策委員会担当者へメールで申し込んでくだ

さい 

      山 下：yamasansan326@gmail.com 

締め切り： 5 月２３日（火） 

      初めての方は申し入れしてください。 

      オンライン接続などの練習を行います。 

                    
 冬の寒気の吹き出し⇒ 
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第 42 回近畿ブロック搬出技術講習会速報    

                              京都救助隊事務局 

コロナの影響で 3 年間行っていなかった京都救助隊の近畿ブロ搬出講習会を今回、

滋賀と合同で行うことができました。講習会の内容は無雪期搬出と同様でハイキング

層を対象に手持ちの装備で山行途中で誰かが斜面から転げ落ちたらどう対応するかで

した。全体で 71 人（全国連盟 1人含む）もの参加がありケガもなく有意義に一日を終

えることが出来ました。なお、百丈岩方面は京都から 3人の参加がありました。 

まずは参加者を報告します。全体の感想やまとめは次号でお知らせします。 

 

京都滋賀担当初級コンパニオンレスキュー班 大文字山山麓にて  

3 月 19 日晴れ 現地で練習 4人 

 やましな：青山郁夫 伏見：氏野博文 明峯：坪山芳樹 樹の根：平田和子 

3 月 21 日雨天 現地で練習  9 人  

明峯：花折忍、花折敬司、坪山未来 らくなん：網岡修、網岡国江 四辻隆雄  

左京：岩根浩 Lantan：青山聡美、髙岩光 

3 月 23 日晴れ 現地で練習  8 人(＋滋賀から 5人)  

やましな：青山郁夫、天谷とり子 らくなん：網岡国江 明峯：花折忍  

伏見：野元修 乙訓：西田道明 右京：西村澄子 樹の根：平田和子 

4 月 2日（晴れ）初級コンパ班本番 合計 71 人 

  講師 23 人（内京都 17 人） 受講者 48人（内京都 7人）  

講師 らくなん：網岡修、網岡国江、明峯：花折忍、坪山芳樹、坪山未来  

洛中：内野美樹 四辻隆雄 左京：岩根浩 伏見：野元修 乙訓：西田道

明 樹の根：平田和子 Lantan：青山聡美、髙岩光 右京：西村澄子、西

脇英俊  

やましな：青山郁夫、天谷とり子 滋賀 6人 

受講者 田辺：森本竜二、林尚子 右京：大槻弥生、山下建男 乙訓：井上力省 

洛中：陳明俊、阪口千世美 

受講者 京都 7 人 滋賀 7 人 奈良 13 人 和歌山 7 人 兵庫 4 人 大阪 9 人 

       全国 石川副理事長 

4 月 2日（晴れ）百丈岩方面本番 合計 56人 

岩経験者班：講師 7人 受講者 3 人 尾根班：講師 15人 受講者 8人  

岩初級班：講師 9人 受講者 8人 岩セルフ班：講師 4人 受講者 2人 

京都参加者 初級班 丹後：川端純子 田辺：若林憲治  

尾根班やましな：佐藤あつ子 
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救助隊事務局 

 

      救助隊員、救助勉強会の実施 

 

 救助隊に入っているが救助方法が分からない。会の中だけでは十分な救助

方法を学べない。無雪期搬出訓練の他に救助隊員のハイキングを対象とした

手持ちの装備で行う救助訓練をして欲しいと言う要望が寄せられました。そ

こで今回、初めての試みとして救助隊員を対象に手持ちの装備で行う救助勉

強会を行います。 

満足な勉強会になるのか分からないのですが救助隊員になって良かったと

思ってもらえるよう有意義な勉強会にしたいと思っています。多数の参加を

お願いします。 

 

 実施日  ：6 月 11 日（日） 

 集合場所 ：JR 山科駅改札口付近 8 時 30 分 

実施場所 ：大文字山の山科側   

受講対象者：救助隊員限定 

持ち物  ：一般日帰装備一式と非常事態に備えて会が推奨している携行 

装備（スリング、ビナ等） 

細引き（無ければ会から借りて下さい）、ヘルメット 

勉強会内容：簡易ハーネスの作り方、各種 8 の字結び、クローブヒッチ（イ

ンクノット）、ムンターヒッチ（半マスト）、オーバーハンドノ

ット（オーバーハンドベント）の作り方  

カラビナスルーの実践、ムンターヒッチ（半マスト）による引

き降ろし引上げの実践。時間があれば搬送ネットでの搬送実践。 

申し込み方法：各会毎にまとめて下記メール宛まで 

     jun-you-52-21@nike.eonet.ne.jp 

申込み締め切り日：6 月５日（月曜日） 

その他：今回、学んだことを 6 月 25 日の無雪期搬出訓練に役立てて下さい。 

講師のお手伝いもお願いします。 
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救助隊事務局 

２０２３年度 京都府連盟 無雪期搬出訓練のご案内 

山岳遭難事故は、身近な低山での発生が増えています。それを踏まえて、登山

中に遭難事故が起こった時を想定して、京都府連盟では、毎年行っている搬出訓

練を下記のとおり行います。今年の搬出も昨年と同様に簡易ハーネスの作り方、

カラビナスルー、各種結び方、日頃持って行っている装備だけを使った現実的な

引き降ろし引上げのコンパニオンレスキューを行います。 

コンパニオンレスキューは、昨年同様に行い、より良い方法をさぐって行きた

いと思っています。応急手当はコロナの影響が少なくなってきたとはいえ、多く

が一か所に集まってやるのはまだ早すぎると判断し、今回も中止します。 

なお、コロナ緊急事態宣言、まん防措置適応時や状況によっては、搬出訓練も

中止とすることがあります。 

 

無雪期搬出訓練実施要項 

１．実施日 ２０２３年６月２５日（日）雨天決行 

２．集合場所、全体集会、訓練場所（ほぼ同じ場所です） 

  大文字山の安祥寺林道入り口（次ページの地図を参照） 

３．スケジュール予定 

8 時 30 分～ 受付け開始 

9 時 00 分～ 訓練開始挨拶 

9 時 15 分～ 救助隊搬送デモ 

9 時 45 分～ 搬出訓練実施 

14 時 00 分～15 時 00 分 反省会、解散 

 

４．持ち物 

・コンパニオンレスキュー：一般日帰装備一式――会が推奨している非常事態

に備えての携行装備を含みます。  

・細引きで引き上げ引き降ろしもしますので、簡易ハーネスを作る細引きやカ

ラビナ、テープスリング、ヘルメット等も持って来て下さい 

 

５.参加条件：労山基金、又は、民間山岳保険加入者 
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★各会にて参加者の集約をして申込み書を6月5日までに,救助隊花折までメール 

(hanaori.keiji@rainbow.plala.or.jp) で送付下さい 

★申し込み書は事前に各会へ送ります 

★参加会には事前にテキストをお送りします。 

★参加者の連絡先､留守宅氏名､連絡先は現地参加責任者が把握して下さい。 

 

受付、訓練場所    
安祥寺林道入り口 

山科駅から歩いて 30 分 

 

受付場所までは歩いて来

て下さい。 

車で来られる場合は山科

駅周辺のコインパーキン

グに停めて下さい。 

 

 

 

 

   

 

  

 

  

 

    

 

    

JR 山科駅 

集会場所 

搬出訓練場所 

受け付け場所 
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連盟ハイキング委員会 ２０２３北部交流山行のご案内 
 

           多禰寺山（たねじやま）   
                  担当 ＨＣ舞鶴山遊会 

 
舞鶴市の北部、大浦半島の中央部にある山で、標高は、５５６・３ｍです。地元で

は、「たね山」と呼んでいます。山腹の三浜峠（１９７ｍ）には、旧西部農場跡地を利

用した舞鶴自然文化園（ツバキ園とアジサイ園が有名）があり、多禰寺山一帯は大浦

森林公園として整備されています。山頂からの展望はよく、北方には日本海が広がり、

南方には東舞鶴湾が見下ろせ、天測点や一等三角点、第二次世界大戦の遺物・砲台跡

などがあります。シデの巨木林の中を歩き、八十八か所の地蔵を巡り、古刹・多禰寺

を通るコースを歩きます。 

 

山行日  ２０２３年4月２３日（日） 

＊京都北部の降水確率が午前・午後どちらかが50％以上(50％を 

 含む)の場合は、中止といたします。 

     ご不明の場合は、ご遠慮なくハイキング委員の藤原の携帯へ 

お問い合わせください。 

集合場所  舞鶴自然文化園駐車場 

集合時間  ＡＭ ９：３０ 

コース   舞鶴自然文化園～多禰寺山～多禰寺～舞鶴自然文化園 

歩行時間  3時間(休憩を含む) 

地形図   「青葉山」２．５万図 

装備    日帰り一般装備 

申し込み先 各会ハイキング委員まで 

締 切   ４月１４日（金） 

 
 ≪京都市内および南部の会員さんへ≫ 

貸切バスの料金が高騰しリーズナブルな参加費の設定が困難になりました。 

 参加ご希望の方は、車に乗り合わせるなどで舞鶴自然文化園の駐車場に 

 集合をお願いします。現地集合・現地解散になります。 

 

 ＊参加申し込み先： 各会ハイキング委員 または 

    藤原昭夫 TEL.090-8523-7591（なるべくCメールでお願いします） 

＊氏名、所属会、年令、電話番号、緊急連絡先・電話番号を必ず連絡 

 してください 

＊申込締切 ４月１４（金） 

 



－１３－ 

 

女性委員会交流お花見山行のご案内 

 

堂 満 岳 （１０５７ｍ） 
シャクナゲの咲く堂満岳へがんばって登りましょう！ 

 

[日  時] 202３年５月１３日（土） 

[集合場所] JR 京都駅 湖西線３番線ホーム前寄り  

[集合時間] 午前７時１０分  

７時２４分発「永原」行きに乗車比良駅 ８時０９分着 

      江若バス比良駅８時２０分発 比良イン谷口８時３２分着 

[コ ー ス] イン谷口～ノタノホリ～堂満岳～金糞峠～青ガレ～イン谷口 

[装   備] 日帰り装備、（昼食、お茶、雨具、ヘッドランプ、コンパス、 

カラビナ、スリング、行動食、非常食、地図） 

        歩行時間約７時間 歩行距離約６.８ｋ 

[地 形 図] 25000 分の 1 「比良山」 

[申込締切] ５月１０日（水）  会員のみの参加です        

[申し込み先] 右京労山 三橋 順子  

          又は、他の女性委員まで申し込んでください。 

       E メール junkoimo@yahoo.co,jp 

携帯：0９0-９８７９-４３２２（Ｃメールで） 

       氏名、所属会名、携帯電話番号、緊急連絡先をお知らせ下さい。 

（雨天中止の場合は、前日の１７時までに連絡します） 
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クライミング委員会山行 報告 

クライミング ≪大鳥居の岩場≫ 記：青山 

日：２月１２日 (日) 晴れ 

メンバー：内野(洛中)、青山大(やましな) 

 

今年一回目例会は、「大鳥居の岩場」でフリークライミングを。 

 金曜日に降った大雨の影響を考えて、予定を一日ずらして実施。結果、染み出

しもなく、寒くもなく、暑くもなく、最高のクライミング日和になった。 

 

岩場は、先着の 2 人パーティーと、我々2 人と、後着の 2 人パーティーのみで、

ラインが被らない程度に様子を見ながら空いているルートを順番に登る。 

 リードで気持ちよく登ったり、トップロープで四苦八苦したり、花崗岩特有のクラ

ックやスラブ、マントルムーブ、結晶を指先で感じるクライミングを楽しんだ。 

 

 

クライミング ≪滋賀 竜王の岩場≫ 記：青山 

日：３月１９日 (日) 晴れ 

メンバー：杉島(Lantan)、内野(洛中)、青山大(やましな) 

 

竜王にあるローカルエリアへ。スラブ、フェイス、クラックルートにボルダーもあ

るコンパクトにまとまった岩場で、今回はロープクライミングを。 

 

トポが手元にないの

で、岩を見て易しそうな

ルートから始めて、面白

そうなラインを順番に。

最後に一番魅力的なク

ラックルートをオールＮ

Ｐで登って終了した。 
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クライミング ≪ 椿 岩 ≫ 記：青山 

日：４月１日 (土) 晴れ 

メンバー：内野(洛中)、岩根(左京)、林(らくなん)、坪山(明峰)、青山大(やましな) 

 

 久しぶりに大人数でのクライミング例会は、鈴鹿の椿岩へ。 

 本気登りにはチョッと暑すぎるくらいだったけれど、イイ天気で岩場は大賑わ

い。 

 

 他のパーティーと多少順番待ちはあったけれど、空いているルートを順番に。

易しいルートからチョッとハードなルートまで、メンバーそれぞれの目標を、それ

ぞれのスタイルでクライ

ミングを楽しんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クライミング委員募集のお知らせ】 

※クライミング委員会では、委員志望者を随時受け付けています。 

希望される方は、各山岳会を通じてクライミング

委員会までご連絡ください。 

連絡先：kr_climb@yahoo.co.jp 

 

※委員について 

・登攀要素を含む山行(クライミング・沢登り・ 

雪山など)を目指している方 

・労山基金 5 口以上、またはそれらに準ずる 

山岳保険に加入している方 



－１６－ 

京都府連盟登山道倒木整備 ―大文字山を整備しよう 
これまで登山道を使った感謝の念と恩返し 多くの登山者の安全のために 

 

安祥寺上寺跡左俣登山道の整備、順調に進んでいます。倒木整備は楽しいです。是

非、一度、参加して見て下さい。 

これまでと同様に参加者の力量に応じて、力のある人はノコギリで倒木伐採、大

木運搬、力のない人は小枝切り、小枝整理、声援と分担して行いますので誰でも参

加できます。ご安心下さい。登山道整備は京都大阪森林管理事務所の承認を得てい

ます。 

みんなで頑張って楽しく整備しましょう。参加をお待ちしています。 

 

コロナまん防措置、コロナ緊急事態宣言発令時（これはもう無いと思います）や雨

天時等は安全のために整備を中止します。 

 

★実施日：5 月 14日（日）6月 17日（土）6月 18日（日） 

中止の場合はそれぞれ 5月 17日、6月 19 日 21 日に延期します。 

先月号で 5月 13 日も実施と書きましたが間違えていました。5 月 13 日は

やましな山の会企画で実施します。 

 雨天予想の場合は前日の 19時までに判断して中止のみ連絡します。 

★申し込み締め切り：実施日前の月曜日 

★集合場所：JR 山科駅改札口付近 9 時 00 分 

★参加申込先：連盟登山道整備担当 青山郁夫  

080-3797-4392 携帯メール 2382m.ikuo1025@ezweb.ne.jp  
個々か会でまとめて申し込んで下さい。留守宅（緊急連絡先）も教え

て下さい。 
★参加条件：労山基金を含め山岳保険加入者 

★持ち物：マスク、カッパ、ヘッドランプ、レスキューシート、タオル、安いゴム手

袋（なければ軍手）､お茶、お弁当、救急薬品 ヘルメット（必携）、ノコ

ギリ（なければお貸しします）、長靴（任意）、スパッツ、虫除けスプレー

等  

 

★その他 

 ・作業の前には危険予知を相互に行い安全作業に努める。 

 ・歩行中、整備中でも必要に応じてマスクを着用して下さい。 
・整備中は呼気が強くなるため適度に離れて行動して下さい。 
・多人数で歩かない、作業をしない工夫をするーーこの心配

ありません。大文字山登山道倒木整備もあやかりたいです。 
・本人や同居家族で微熱、咳、喉の痛み等がある場合は参加

を取りやめて直ぐに発熱外来に行って下さい。 



－１７－ 

京都連盟交流会 

お知らせです！ 
   
【交流会日程】 

２０２３年 １０月１４日（土）～１５日（日） 

【担当会】 右京労山 ・ Lantan ・ 樹の根１７組 

【宿泊場所】 あうる京北（京都府立ゼミナールハウス） 

★今後、担当者会議を重ね、詳細を決めて行きます。 

京都労山会員の皆様、予定に組み入れ置いて下さい。 

沢山の参加をお願い致します。 

少し早いですが、楽しみにお待ちください。 

                交流会担当一同 
 

   



－１８－ 

連盟・新事務所の案内 

今まで会議や印刷等で使い、右京区・西院松井町にあった連盟事務所が 4月から

右京区花園に移転しました。 

妙心寺の南側に作業場として使われていた木造二階建ての町屋風家屋です。   

1 階を機関誌や文書の印刷、そしてその突き当たりを労山事務所として、また 2 階

を会議場として使用します。付近は駐禁のため、自転車、バイクは玄関から中へ入

れます。以下に新事務所の住所と地図を紹介します。 

                 

〒616-8042 京都市右京区花園伊町４ 

（電話） 075－275－0453 （FAX）075－468－1793 （スポーツ連盟） 

＊ＪＲ 花園 徒歩4分   ＊市バス 花園駅前 徒歩3分 

（フジ電業と太田診療所の間） 

                    

（前景）                 （２F会議場） 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 （地図）                （１F労山事務所） 



－１９－ 

登頂順二百名山登頂記録⑰               乙訓山の会 小川 繁  

№200 桜島（北岳 1117m・中岳 1060m）    2007.03.24(土) 

3.20(火)～4.1(日) 九州１周単独山行 

24(土)14:50 鹿児島港～フェリーで桜島へ渡る。このフェリーは 24 時間営業で

予約不要。6～７隻が次々と入・出港している。鹿児島からは乗船

手続きも無くいきなり乗り場に並んで即乗船。車に乗ったままで桜

島に行ける。３・４階には客席もある。 

    15:00 十分程で桜島へ。高速道路の料金所の様な建物があり、1480 円を支

払い通過。先ずは湯之平展望台へ向かう。今も年に数百回(この 3 年

程は 50 回程度)噴火を繰り返している桜島は山頂へは登山禁止。この

湯之平から眺めるしかない。風が強く帽子が吹き飛ばされそうだ。土

曜日だと言うのに売店も閉まっていて寂しい感じ。それでも次々観光

客が来る。屋久島行きを諦めた分、予定変更して予定外の市房山～尾

鈴山へとナビ入力し港へ戻る。 

   15:30 港へ下りたが、今から市房山へ３時間かけて行くのもしんどい。急な

変更で宿も決めて無いので桜島 YH へ泊れないか確認に行く。誰も客

がいないので休業しようとしていたそうだが、何とか２食付きで泊め

て貰える事になった。夕食までの時間北回りで島１周に出かける。噴

火で埋もれた埋没鳥居を目指し島を 3/4 周する。すぐ隣は中学校が

あり、島中が溶岩流の爪跡だらけ。それでもこの島に住み続ける人達

の何という強さ・逞しさ。 

   17:30 桜島 YH へ戻り先ずは入浴。ここも温泉でとても暑くて１０秒と浸か

っていられなかった。サイクリング中の人達も次々やって来て結構賑

わってきた。屋久島行きをやめた分、日程が前倒しになったので今後

の計画を立て直す。 
 

 初めて訪れた桜島は、鹿児島から見ると海の上に間近に聳え、絶え間なく噴煙を

吐き見応えがある。しかしそれは我々観光客の感想で、住んでいる人達にとっては

いつまた噴火するか分からない危険との隣り合わせの毎日に違いない。島中の至る

所にかつての溶岩流の爪跡があり、その上に人々の暮らしがある。 

 その後再訪した時も夜中に小さな揺れがあり驚いた。不安に思い乍らも寝て翌朝

起きると車の上や宿の前に火山灰が積っていた。こちらの人にとっては日常茶飯事

の事ですっかり慣れている様で、玄関先の灰を掃くのが日課になっている様だ。車

が灰で汚れたのを気遣い、車を洗って行くよう勧めてくれた。おかげで気持ち良く

山行を続ける事が出来た。 

高隅山に登った時は、木々の葉が

妙に黒く汚れていて、服が随分汚れ

てしまった。丁度西南方向に当たる

この山には火山灰が降って来る様で

それが葉に積っていた物だった。道

路脇の吹き溜まりの様な所に隋分黒

っぽい砂が積もっていて全て火山灰

だった。 



－２０－ 

登頂順二百名山登頂記録⑱              乙訓山の会 小川 繁 

№197 市房山 1720m                       2007.03.25(日) 

3.20(火)～4.1(日) 九州１周単独山行 
 

25(日)07:30 桜島 YH 発～フェリーで鹿児島へ。今回は車を出て客室で過ごす。

コーヒーで一息つく。鹿児島で給油を済ませ市房山へ向かう。 

10:07 市房山キャンプ場 P 着。バスが 1 台止っている。案内地図を見ると

市房神社近くにも P があるのでそちらへ移動する。 

10:35 市房神社口 P。マイクロバス 1 台・普通車 4 台が止っていたが幸い

止められた。入山届を済ませ登る。直径 2m 近くありそうな巨杉が

林立する参道を市房神社へ向かう。 

10:50 市房神社。四合目の表示がありここから本格的な登山道になる。急

坂で巨石も多い。案内板が所々にあるのだが現在位置表示が無く不

明。元々はあった表示が消えている様だ。地図には「石仏あり」と

あるがそれがどこかも不明。馬の背はどこ等と探している内にいつ

の間にか七合目の表示。マイクロバスの団体等 50 人程とすれ違う。

七合目からは緩やかな坂になり、マンサクも咲いていた。 

12:20 市房山 1720m 山頂。まだガスが残っていて眺望が利かず。 

12:27 山頂発～30 人程を追い越し乍ら急ぎ下山。 

13:12 六合目。この辺りが馬の背らしい。更に下ると五合目辺りに巨木に

支えられるようにして立つモアイ像の様な石を発見。どうやらあれ

が石仏らしい。 

13:36 市房神社に戻る。 

13:50 市房神社口 P。団体客を乗せて来たと言う運転手さんに、ニュース

で見た九重の夢大吊橋の話を聞く。久住山へ行く途中らしい。寄っ

てみよう。もっと遅くなると覚悟していたが、明るい内に尾鈴キャ

ンプ場に着けそうだ。登山口を右へ回り栗林越しに市房山を写す。

椎葉村を抜け尾鈴山へ向かう。 
 

 春とはいえまだ浅く麓の村や町は菜の花や桜等春の花の盛りだったが、山にはマ

ンサク位しか咲いていなかった。山ツツジの蕾は少しほころんでいる様だがまだ固

く、それらが咲く姿を想像するだけに留めるしかない。仕事をしている身では中々

花の良い時期に合わせて山行する事は出来ない。いつかドウダンツツジやアケボノ

ツツジが咲くと言う稜線を歩き、ラウンドしてみたいものだ。 



－２１－ 

5月号案内 

表紙の写真 表紙の言葉        平田和子さん（樹の根17組） 
 
２０２２年３月の山背古道  
 
龍王の滝を巡り、背丈を超す竹藪の路や自然豊か
な登山道を登り行くと万灯呂山山頂。 

 
展望を楽しんだ後、古道を小野小町塚や地蔵禅院
へ。 
凛とした見上げる竹林をそぞろ歩き、幼子が竹の
刀を持って遊ぶ。 

 
その姿に昔々昔の兄達のチャンバラごっこを思
い出した。 
真ん前に５歳の若武者 ２０年後の岳人か？ 

 
 
＜編集後記＞ 

2020年にコロナがまん延して日々の生活が制約され、公共交通による移動も山行も制限

を余儀なくされてから3年が過ぎた。 

ようやく、マスク着用の義務もなくなりソ－シャルディスタンスに気を遣う日々の生活

も緩和された。今年の総会も4年ぶりに対面方式で行われ（一部リモート）、会場からは

10名の発言があって、その様子は圧巻だった。 

そうだ、もともとこれが普通だったのだと懐かしくさえ思われる。何れの会もホームペ

ージなどを一新して会員の獲得に努力している活動が報告された。 

コロナ禍を経験して世相は一変した。新しい時代に合った活動を展開して安全登山と登

山技術の継承を実践すべく新たな会員を増やす活動を進めて行きたい。 

                             

＜お知らせ＞ 

「提案 情報 投稿」原稿を募集しています。連載企画の内容でもOKです。 

労山会員の方やお知り合いで連載を引き受けてくださる方をご紹介ください。 

例えば「野鳥に詳しい方」「高山植物、野草に詳しい方」「コケやきのこに詳しい方など会

員みなさんに知識を広めてくださる方を募っています 

 

【投稿先】 京都府勤労者山岳連盟 機関誌委員会 高野 寛 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ hirossan-1954@nifty.com  

＊原稿サイズ B５版 １行約36字 １頁約36行  

＊字体 ＭＳ明朝体 １１Ｐ 余白 上、左、右 各２０mm  下 ２３mm 



２０２３年 京都府連盟 月間予定表 

５月（皐月・MAY） 

１ 月  

２ 火  

３ 水 憲法記念日  冬山勉強会・槍ヶ岳 

４ 木 みどりの日  冬山勉強会・槍ヶ岳 

５ 金 こどもの日  冬山勉強会・槍ヶ岳 

６ 土  

７ 日  

８ 月 常任理事会  自然保護委員会 

９ 火 救助隊事務局会議 

10 水  

11 木  

12 金  

13 土 女性委員会交流山行 「堂満岳」 

14 日  

15 月 京都労山印刷 ハイキング委員会 

16 火  

17 水  

18 木  

19 金 やまびこ利用日 

20 土  

21 日 初級実技11 岩稜縦走・金毘羅 

22 月 常任理事会 

23 火 気象勉強会 

24 水 女性委員会 

25 木  

26 金  

27 土 初級実技12 夜間登山とビバーク 

28 日 初球実技12 夜間登山とビバーク 

29 月  

30 火  

31 水  

 

 

６月（水無月・JUN） 

１ 木  

２ 金  

３ 土  

４ 日 クリーンハイク 

５ 月 自然保護委員会 

６ 火  

７ 水 事務局長会議（WEB専用） 

８ 木  

９ 金  

10 土  

11 日 初級机上６      救助隊員勉強会 

12 月 常任理事会 

13 火 救助隊事務局長会議 

14 水  

15 木  

16 金 やまびこ利用日 

17 土  

18 日 初級実技13岩稜縦走 Ｙ懸尾根-焼杉山 

19 月 京都労山印刷 ハイキング委員会 

20 火  

21 水  

22 木  

23 金  

24 土  

25 日 救助隊無雪期搬出訓練 初級実技14  

26 月 常任理事会 

27 火 山の気象勉強会 

28 水 女性委員会 

29 木  

30 金  

   

 


